
 

 

 

 

 

 

加世田常潤高校・生活福祉科 

(2023.９.16) 

「大逆転！！」(文責：有村) 

 常潤高校では 9月 9日に体育祭がありました。私たちにとっては、二度目の体育祭であり「今回こそは勝ち

たい！」という強い意志を持ちながら体育祭に参加しました。私は輪回しと生徒会種目の借り物競争に出場し、

どちらも結果としては一位でした。しかし、タスキを渡す際に少し手間取ってしまったので、来年はスムーズに渡

せるようにしたいです。また、みんなで応援を出来るようにしていきたいと思いました。途中の成績発表では私

たちは最下位でした。競技が進むたびに「負けてしまうのではないか」という不安の声もありました。休憩をは

さみ、後半の競技を続けていると勝てる競技も出てきて「もしかしたら」という希望が 

みんなの心に出てきました。閉会式で結果が発表され、二年生の赤チームが一位 

になり優勝を勝ち取ることが出来ました。このことから、何事も最後まであきらめ 

ずに取り組み続けることが大切だという事を学びました。 

介護実習においても，利用者の方の生活をよりよいものにしていくために最後ま 

で諦めずに情報収集をし続けることが大切だと思いました。 

「反省と今後に向けての取り組み」(文責：長野) 

 7 月の実習後に「利用者の実態に応じたコミュニケーション」「介護職にとっての積極性・主体性」「利用者

理解のための観察力と観察の視点」という 3 つのテーマを挙げ、実習を振り返って今後の取り組みなどを研

究しました。私のグループは、「観察」をテーマにグループで活動をしており､クラス全体にどのような場面と視

点で観察を行ったかインタビューをすることにしました。インタビューをしたところ、食事場面での観察が多くそ

の中でも「表情」「ペース」「食事形態」に視点を向け観察を行った人が多いということがわかりました。その結

果から食事の場面だけでなくもっと様々な生活の場面で観察を行う必要がある 

という課題が見つかりました。そのため、この課題をもとに 9月の実習では観察 

の視点を広げ、様々な介助場面でも観察を行っていきたいと思いました。また、 

本当にその観察が正しいのか職員の方に質問を積極的に行い、同じ実習メン 

バーと情報を共有していきたいと思います。 
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